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     経営コンサルタント独白録 第22 回 

社長に言わせるな！ 

 「組織の運営に関して優劣を一番感じる点は何か？」と

いう質問を受けました。しばらく考えて「二番手の資質」と

答えました。 

 企業組織は基本的に階層で構成されています。社長、

専務、部長・・・一般社員、アルバイト・パートなどという三

角形の中に職位が定められ、階層的に構築されていま

す。サークルや同好会などがリーダーとメンバーという階

層とも呼べない役割りで作られた平板な人間の集まりで

あるのと随分対照的です。その違いは、サークルや同好

会が個人の趣味や好みが優先された団体であるのに対

して、企業組織は社会性と利益追求という明確な目的を

有しているからです。同好会は別に発展を目指している

わけではなく、存続意識すら希薄です。一方企業組織は

多くのライバルたちと伍して戦わなければなりません。そ

のためには組織として「機能性」が求められ、そのために

それぞれに役割りが必要なのです。そのために多くの場

合、組織は階層的にならざるを得ません。 

 

 弊社が主催する「組織活性化プロジェクト」では、活動

の最初に全員が集まってキックオフを行います。そして

そのキックオフから3ヶ月〜6ヶ月経って、５S活動や絶対

利益活動が目に見える形になったところで、活動指針と

してA42枚の「組織活性化ルール」を作り、再度社員全員

が集まり、再キックオフ集会を開きます。そしてその最初

のキックオフとルール発表を兼ねた際キックオフに我々

も参加します。 

 その時直接目にする組織のあり様に、その企業が抱え

る根源的な課題や成長が顕著に現れます。例えば、全

員参加を謳いながら欠席者がいる全社集会があります。

定刻に遅刻者が続出する組織があります。会が始まって

もいつまでも私語がやまない組織があり、司会者や上司

が前の席から座れと言っても後ろの席から移動しようとし

ない人達のいる組織があります。会の最中に平気で携帯

電話を持って席を立ち会場の外に出て行く人たちがいる

組織があり、後ろの席の数人が机の上に足を上げ、それ

を社長も専務もたしなめなかった組織もあります。今まで

もっとも目を覆いたくなった組織は、開会宣言から社長の

話が始まり、社長が全社一丸で取り組もう！と話した後、

役員や部長という幹部たちが一斉に退出したこともありま

した。その後、担当リーダーが一生懸命みんなで頑張り

ましょうと組織に語りかけるのですが、組織の誰も白けき

って話を聞いていませんでした。 

 逆に、司会者の号令一下、全員が立ち上がり、よろしく

お願いしますという言葉と社是の唱和から始まる集会もあ

ります。社長や幹部の話も、活動の趣旨から導入経緯、

目指すべき姿とレベルを明確にします。特に最後の活動

メンバーの紹介では、なぜ彼らを選んだのかという選定

に関する背景説明や期待も詳細に組織へ伝えられます。

よって、選ばれたリーダーやメンバーの決意表明も体の

中を通ったしっかりしたものです。緩んだ組織でよく見か

ける「なぜ私が選ばれたのかわからないけれど、社長が

やれというのでやりますわ」などというピントのずれた発言

はありません。 

NO2 の力量 

こうした組織の差はどこから来ているのかという原因は

様々ですが、少なくともきちんとした「組織の NO2」の力

量によるところが少なくありません。きちんとした組織には

必ずきちんとしたNO2が存在します。組織の全体に精通

し、個々人の器量や技量を把握し、組織の目指すべき姿

とレベルを経営者と共有している NO2 がいます。彼らの

特徴は「社長に言わせない！」というところにあります。組

織をたしなめる時に、トップである社長の口を借りず、ま

ず自分の口から行います。後ろに座りたがる社員を前に

移動させるにしろ私語を慎ませるにしろ、時に誰かを大

声で叱りつける際も、社長にはさせません。もちろん、そ

の役をNO3の部長やNO4の課長が担うことはありますが、

それもまた NO2 がそうした役目を彼らに与えているので

すからやはり NO2 の力量です。組織の中の不手際を社

長自らが指摘し、大声を上げたりした瞬間、組織は萎縮

します。萎縮するだけではなく物言わぬ反発が瞬間的に

発生します。そのことを経験的にあるいは資質として知っ

ている NO2 はそういうことを経営トップに決してさせませ

ん。 

前述した組織のあり様の違いが組織の売上や利益、コミ

ュニケーションや組織風土の違いです。中小企業はトッ

プ次第だ、とよく言いますが、同時に NO2次第なのです。

3ヶ月から6ヶ月の【組織活性化プロジェクト活動】でNO2



やNO3が見違えるほど育った事例がいくつもあります。５

S 活動や絶対利益管理体制の確立とともに我々がもっと

も達成感を感じる瞬間でもあります。さて、御社の

NO2,NO3 の力量はいかがでしょうか。 
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